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 は
じ
め
に
：
 
単
電
子
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
（
SE
T）

は
低
消
費
電
力
や
高
集
積
化
の
点
で
次
世
代
デ
バ
イ

ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
ゲ
ー
ト
を
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の

SE
T
は

2
端
子
間
で
も

複
雑
な
特
性
変
化
を
示
し
[1
]、

多
機
能
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。
今
回
は
、
等
価
回

路
モ
デ
ル
に
お
い
て
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ゲ
ー
ト
電
圧
に
お
け
る
電
流
特

性
の
変
化
を
調
べ
た
。
 

結
 
果
：
 
Fi
g.
1
は
今
回
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

SE
T
デ
バ
イ
ス
の
概
略
図
で
あ
る
。
ソ

ー
ス
、
ド
レ
イ
ン
端
子
間
に
ア
レ
イ
状
に

6
個
の

SE
T
島
が
配
列
し
、
そ
れ
ぞ
れ
島
の
一
部
に
細
い

ゲ
ー
ト
電
極
が

2
本
（
V g

1、
V g

2）
配
置
し
た
構
造
の
デ
バ
イ
ス
を
考
え
た
。
図
に
は
無
い
が
こ
の
上

に
全
体
に
か
か
る
第

3
の
ゲ
ー
ト
（
V g

3）
を
持
つ
。
ゲ
ー
ト
と
単
電
子
島
と
の
間
の
キ
ャ
パ
シ
タ
ン

ス
は

2a
F、

単
電
子
島
間
の
ト
ン
ネ
ル
キ
ャ
パ
シ
タ
ン
ス
は

1a
F
で
、
ト
ン
ネ
ル
抵
抗
は

2M
Ω
で
、
そ
れ
ぞ
れ
±
5％

以
内
の
ば
ら
つ
き
を
持
た
せ
た
。
10
K
に
お
い
て
、
V g

1、
V g

2

を
入
力
と
し
た
場
合

 
0.
06
nA

を
閾
値
と
し
た
電
流
の

V g
3
依
存
性
を

Fi
g.
2
に
示
す
。
こ
の
図
よ
り
、
第

3
の
ゲ
ー
ト
電
圧

V g
3
を
変
え
る
こ
と
で
、
V g

1、
V g

2
を
入
力
と
し
た
デ
バ

イ
ス
を

AN
D、

NA
ND
、
OR
、
NO
R、

XN
OR

を
含
む

8
種
の
論
理
ゲ
ー
ト
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
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